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総
務
常
任
委
員
会
は
、
三
月

十
二
日
に
開
催
さ
れ
、
三
野
由

美
子
委
員
長
の
議
員
退
職
に
伴

う
委
員
長
の
互
選
を
行
い
、
塚

本
昌
紀
委
員
を
選
出
し
た
後
、

議
案
四
件
、
請
願
二
件
、
陳
情

二
件
を
審
査
し
た
。そ
の
結
果
、

議
案
は
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も

の
、
請
願
は
一
件
が
採
択
す
べ

き
も
の
、
一
件
が
不
採
択
と
す

べ
き
も
の
、
陳
情
は
一
件
が
趣

旨
不
了
承
、
一
件
が
結
論
保
留

と
決
定
し
た
。

ま
た
、
①
藤
沢
市
・
茅
ヶ
崎

市
・
寒
川
町
に
よ
る
パ
ス
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
た
取

組
状
況
②
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｓ
ａ
ｗ
ａ

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー
ト

タ
ウ
ン
の
取
組
③
県
有
資
産
の

有
効
活
用
の
取
組
④
藤
沢
市
グ

ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
―

以
上
四
件
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。

〇
県
有
資
産
の
有
効
活
用
の
取

組
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

神
奈
川
県
立
藤
沢
高
等
学
校

は
、
県
の
県
立
高
校
改
革
推
進

計
画
に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年

三
月
に
県
立
大
清
水
高
等
学
校

と
統
合
さ
れ
閉
校
し
た
。

跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

地
域
や
市
民
団
体
か
ら
藤
沢
公

民
館
改
築
や
総
合
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
関
す
る
意
見
・
要
望
を
受

け
て
お
り
、
本
市
の
新
総
合
計

画
実
施
計
画
に
お
い
て
、
①
国

県
資
産
活
用
推
進
事
業
②
藤
沢

都
心
部
地
区
等
の
公
共
施
設
再

構
築
推
進
事
業
③
藤
沢
公
民
館

改
築
事
業
④
文
化
資
料
展
示
施

設
開
設
事
業

―
以
上
の
四
事

業
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

施
設
概
要
に
つ
い
て
は
、
敷

元
県
立
藤
沢
高
等
学
校
跡
地

県
有
資
産
を
有
効
活
用

地
域
・
県
と
の
協
議
を
進
め
る
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跡地の有効活用が望まれる元県立藤沢高等学校

地
面
積
が
二
万
四
千
三
百
八
十

八
・
二
二
平
方
�
、
建
物
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
校
舎
棟

五
棟
と
鉄
骨
造
の
体
育
館
が
一

棟
で
あ
る
。
ま
た
、
十
三
年
に

校
舎
棟
一
棟
で
耐
震
診
断
調
査

を
行
っ
て
い
る
が
、
大
規
模
な

補
強
が
必
要
と
の
結
果
が
出
て

い
る
。

移
管
に
向
け
た
神
奈
川
県
と

の
協
議
に
つ
い
て
は
、
二
十
三

年
六
月
に
地
域
や
市
民
団
体
の

意
見
・
要
望
を
踏
ま
え
、
新
総

合
計
画
の
実
施
計
画
事
業
を
具

現
化
す
る
た
め
、
跡
地
の
移
管

に
つ
い
て
取
得
要
望
書
を
提
出

し
た
。
な
お
、
取
得
に
当
た
り
、

校
地
の
大
半
を
本
市
か
ら
県
に

無
償
譲
渡
し
た
経
緯
か
ら
、
県

か
ら
の
移
管
に
際
し
て
も
無
償

譲
渡
と
す
る
こ
と
を
強
く
要
望

し
て
き
た
が
、
同
年
十
一
月
に

県
か
ら
有
償
譲
渡
と
な
る
旨
の

回
答
が
あ
り
、
協
議
に
お
け
る

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

跡
地
の
有
効
活
用
に
向
け
て

は
、
既
存
校
舎
の
耐
震
性
、
県

道
か
ら
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
、

広
大
な
敷
地
面
積
な
ど
の
点
を

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

〈
主
な
質
問
と
答
弁
〉

質
問
　
新
総
合
計
画
に
あ
る
藤

沢
公
民
館
の
改
築
や
文
化
資
料

展
示
施
設
の
開
設
に
つ
い
て
、

地
域
経
営
会
議
の
中
で
、
方
向

性
や
案
な
ど
は
出
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
地
域
経
営
会
議
の
推
進

部
会
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
機
能
を
有
す
る
複
合
施
設

と
し
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。
最
終
的
に

は
、
建
て
か
え
に
関
す
る
提
言

書
等
を
受
け
、
建
設
計
画
に
反

映
し
て
い
く
。

了
承
と
決
定
し
た
。
ま
た
、
①

藤
沢
市
有
機
質
資
源
再
生
セ
ン

タ
ー
の
運
営
状
況
等
②（
仮
称
）

藤
沢
市
建
築
物
環
境
配
慮
制
度

（
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
ふ
じ
さ
わ
）導

入
の
取
組
③
第
９
次
藤
沢
市
交

通
安
全
計
画
（
案
）
④
平
成
二

十
三
年
度
国
土
交
通
省
都
市
局

所
管
会
計
実
地
検
査
の
指
摘
事

項
⑤
放
射
性
物
質
を
含
む
下
水

汚
泥
焼
却
灰
等
の
保
管

―
以

上
五
件
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
。

〇
（
仮
称
）
藤
沢
市
建
築
物
環

境
配
慮
制
度
（
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ

ふ
じ
さ
わ
）
導
入
の
取
組
に
つ

い
て〈

市
の
説
明
〉

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
神
奈
川
県
で
は
平
成
二

十
二
年
四
月
か
ら
、
神
奈
川
県

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条
例
に

基
づ
く
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
か
な

が
わ
」
の
適
用
に
よ
り
、
横
浜

市
と
川
崎
市
を
除
き
、
延
べ
面

積
が
五
千
平
方
�
を
超
え
る
建

築
物
を
建
築
す
る
際
に
は
、
建

築
物
温
暖
化
対
策
計
画
書
の
届

け
出
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

本
市
の
目
指
す
都
市
ビ
ジ
ョ
ン

の
推
進
と
快
適
で
環
境
に
優
し

い
建
築
物
の
促
進
を
図
り
、
持

続
的
な
発
展
が
可
能
な
社
会
の

構
築
と
地
球
環
境
の
保
全
に
貢

献
し
て
い
く
た
め
に
、
藤
沢
市

建
築
物
環
境
配
慮
制
度
「
Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
ふ
じ
さ
わ
」
の
導
入

を
考
え
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
対
象
建
築
物

の
面
積
規
模
を
県
よ
り
引
き
下

げ
、
合
計
床
面
積
が
二
千
平
方

�
以
上
の
建
築
物
を
建
築
す
る

場
合
、
建
築
主
か
ら
建
築
物
環

境
配
慮
計
画
書
を
本
市
へ
届
け

出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
」
と
は
、

計
画
建
物
が
ど
れ
だ
け
環
境
に

配
慮
し
た
建
築
物
で
あ
る
か
を

判
断
す
る
物
差
し
で
あ
り
、
地

球
環
境
や
地
域
環
境
に
与
え
る

影
響
と
室
内
の
快
適
性
や
景
観

へ
の
配
慮
と
い
っ
た
建
物
の
性

能
を
総
合
的
に
評
価
す
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
星
の
数
が
多
い

ほ
ど
評
価
が
高
く
、
星
が
五
つ

の
Ｓ
ラ
ン
ク
「
素
晴
ら
し
い
」

か
ら
星
一
つ
の
Ｃ
ラ
ン
ク
「
劣

る
」
ま
で
の
五
段
階
で
総
合
的

な
環
境
性
能
評
価
結
果
と
し
て

格
付
け
を
行
う
。

建
築
に
際
し
て
配
慮
す
べ
き

項
目
に
つ
い
て
は
、
境
界
内
の

建
物
の
性
能
を
「
建
築
物
の
環

境
品
質
」
と
し
て
、
境
界
外
の

周
り
に
与
え
る
影
響
を
「
建
築

物
の
環
境
負
荷
低
減
」
と
し
て

分
類
し
、
九
十
一
の
評
価
項
目

を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
本
市

の
環
境
施
策
や
地
域
特
性
等
を

踏
ま
え
、
重
点
項
目
と
し
て
、

①
地
球
温
暖
化
へ
の
配
慮
②
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
③
み
ど

り
と
景
観
へ
の
配
慮
④
災
害
対

策
へ
の
配
慮

―
以
上
四
つ
を

定
め
て
い
る
。

こ
の
制
度
に
係
る
届
け
出
が

あ
っ
た
際
に
は
、
計
画
の
概
要

を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

表
す
る
た
め
、
対
象
建
築
物
と

な
る
共
同
住
宅
等
の
購
入
予
定

者
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
建
築

物
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
建
築

主
で
あ
る
事
業
者
も
、
他
社
と

の
格
差
を
つ
け
る
た
め
環
境
に

配
慮
し
た
建
築
物
を
計
画
す
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
「
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
ふ
じ
さ
わ
」
に
よ

っ
て
高
い
評
価
を
受
け
た
建
築

物
が
市
場
に
多
く
形
成
さ
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
行
い
、
事
業
者
及
び
市

民
向
け
の
説
明
会
を
開
催
し
、

意
見
集
約
後
、
市
の
考
え
方
を

公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。ま
た
、

本
年
六
月
に
は
議
会
に
条
例
案

を
上
程
し
、
県
と
調
整
し
な
が

ら
十
一
月
ご
ろ
に
は
県
条
例
の

除
外
手
続
を
経
て
、
来
年
四
月

の
施
行
を
目
指
し
て
い
く
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は
、

三
月
七
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

六
件
、陳
情
二
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て
可

決
す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
一
件

が
趣
旨
了
承
、
一
件
が
趣
旨
不

厚生環境 厚生環境 

（
仮
称
）
藤
沢
市
建
築
物
環
境
配
慮
制
度

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
ふ
じ
さ
わ

快
適
で
環
境
に
優
し
い
建
築
物
を
促
進

建設経済 建設経済 

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
は
、

一
月
二
十
日
、
三
月
八
日
、
二

十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
。

一
月
二
十
日
の
委
員
会
で
は
、

原
第
二
最
終
処
分
場
と
（
仮

称
）
藤
沢
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
の
視
察
を
行
っ
た
。

三
月
八
日
の
委
員
会
で
は
、

議
案
十
一
件
、
陳
情
四
件
を
審

査
し
た
。
そ
の
結
果
、
議
案
は

す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
、
陳

情
は
一
件
が
趣
旨
了
承
、
三
件

が
趣
旨
不
了
承
と
決
定
し
た
。

ま
た
、
①
湘
南
東
部
医
療
圏
に

お
け
る
（
仮
称
）
湘
南
看
護
専

門
学
校
の
新
設
支
援
②
藤
沢
市

歯
科
医
師
会
に
よ
る
口
腔
保
健

セ
ン
タ
ー
再
整
備
計
画
の
変
更

③
い
き
い
き
長
寿
プ
ラ
ン
ふ
じ

さ
わ
２
０
１
４
（
案
）
〜
藤
沢

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第

５
期
藤
沢
市
介
護
保
険
事
業
計

画
〜
④
藤
沢
市
障
が
い
福
祉
計

画
２
０
１
４
の
策
定
⑤
藤
沢
市

地
域
福
祉
計
画
中
間
見
直
し（
案
）

⑥
藤
沢
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
改
定（
案
）
―
以
上
六

件
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

三
月
二
十
八
日
の
委
員
会
で

は
、
議
案
一
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

〇
い
き
い
き
長
寿
プ
ラ
ン
ふ
じ

さ
わ
２
０
１
４
（
案
）
〜
藤
沢

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第

５
期
藤
沢
市
介
護
保
険
事
業
計

画
〜
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

本
計
画
は
、
高
齢
者
に
係
る

施
策
全
般
と
介
護
保
険
事
業
に

係
る
施
策
を
定
め
た
行
政
計
画

で
あ
り
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
や
社
会
参
加
の
促
進
、

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

な
ど
の
政
策
目
標
を
設
定
し
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
や
サ

ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
等
の
計
画

を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

計
画
の
期
間
は
平
成
二
十
四

年
度
か
ら
二
十
六
年
度
ま
で
の

三
年
間
で
、
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
ほ
か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
や
公
聴
会
、
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
（
介
護
保
険
事
業

計
画
）
策
定
委
員
会
に
お
け
る

審
議
を
踏
ま
え
策
定
し
た
も
の

で
あ
る
。

高
齢
者
を
取
り
巻
く
状
況
に

つ
い
て
は
、
二
十
三
年
十
月
時

点
で
二
〇
・
三
％
で
あ
る
高
齢

化
率
は
上
昇
し
続
け
、
四
十
七

年
に
は
三
〇
％
を
超
え
る
と
予

想
さ
れ
る
。
要
介
護
・
要
支
援

認
定
者
数
は
、
二
十
三
年
度
で

は
一
万
四
千
四
十
二
人
で
、
介

護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た

十
二
年
度
に
比
べ
、
二
・
五
倍

に
な
っ
て
お
り
、
認
知
症
高
齢

者
数
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

高
齢
者
を
取
り
巻
く
主
な
課

題
に
つ
い
て
は
、
六
十
五
歳
以

上
人
口
絶
対
数
が
ふ
え
る
中
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
認
知

症
高
齢
者
の
増
加
、
家
族
等
介

護
者
の
高
齢
化
及
び
災
害
時
要

援
護
者
対
策
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
取
り

組
む
べ
き
重
点
的
事
項
は
、
①

相
談
支
援
体
制
の
充
実
②
認
知

症
支
援
策
の
充
実
③
介
護
・
医

療
と
の
連
携
④
介
護
予
防
・
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
⑤
施

設
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整

備
・
促
進

―
以
上
五
つ
で
あ

る
。

基
本
構
想
で
は
、
理
想
と
す

る
高
齢
社
会
像
を
「
心
も
か
ら

だ
も
健
や
か
に
　
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
『
湘
南
ふ
じ
さ

わ
』」
と
位
置
づ
け
、（
仮
称
）

成
年
後
見
相
談
セ
ン
タ
ー
、
高

齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、

災
害
時
要
援
護
者
へ
の
支
援
等

の
事
業
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

高
齢
者
施
策
検
討
委
員
会
及
び

介
護
保
険
運
営
協
議
会
の
よ
り

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
運
営
に

努
め
、
高
齢
者
施
策
の
推
進
、

介
護
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運

営
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
高

齢
者
の
生
活
を
総
合
的
に
支
援

す
る
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

が
連
携
し
、
高
齢
者
を
地
域
全

体
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

こ
ど
も
文
教
常
任
委
員
会
は
、

一
月
二
十
五
日
と
三
月
九
日
に

開
催
さ
れ
た
。
一
月
二
十
五
日

の
委
員
会
で
は
、
八
ヶ
岳
野
外

体
験
教
室
の
視
察
を
行
っ
た
。

三
月
九
日
の
委
員
会
で
は
、

陳
情
一
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
陳
情
は
趣
旨
不
了
承
と

決
定
し
た
。
ま
た
、
①
扶
養
控

除
廃
止
に
伴
う
保
育
料
等
の
取

扱
い
②
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
伴
う
放
射
能

対
策
③
藤
沢
市
中
学
校
給
食
検

討
委
員
会
中
間
報
告
④
本
町
小

学
校
改
築
事
業
と
多
目
的
室
の

公
的
利
用

―
以
上
四
件
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
た
。

藤
沢
都
心
部
再
生
・
公
共
施

設
再
整
備
特
別
委
員
会
は
、
一

月
三
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、
藤

沢
都
心
部
再
生
及
び
公
共
施
設

の
再
整
備
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
藤
沢

駅
周
辺
地
区
再
整
備
基
本
計
画

の
検
討
状
況
、
新
た
な
公
共
の

視
点
に
よ
る
市
庁
舎
等
再
整
備

の
ア
イ
デ
ア
提
案
等
の
経
過
及

び
境
川
右
岸
鵠
沼
東
地
区
地
区

計
画
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

行
政
改
革
等
特
別
委
員
会
は
、

二
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
、
藤

沢
市
行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
審
査
し
た
。
こ
の
日
の
委
員

会
で
は
、平
成
二
十
三
年
度
「
藤

沢
市
事
業
仕
分
け
」
の
結
果
及

び
市
方
針
・
計
画
の
内
容
に
つ

い
て
、
藤
沢
市
経
営
戦
略
基
本

方
針
に
基
づ
く
藤
沢
市
経
営
戦

略
プ
ラ
ン
の
取
組
成
果
に
つ
い

て（
見
込
み
）の
審
査
を
行
っ
た
。

常常任任・・特特別別委委員員会会のの動動きき
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